
第
二
十
五
条
の
三
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

派
遣
元
事
業
主
等
が
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
又
は
労
働
者
派
遣
事
業
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま

で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
書
類
に
よ
り
証
明
し
よ
う
と
す
る
事
項
が
当

該
者
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
の
申
請
、
労
働
者
派
遣
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
有
効
期

間
の
更
新
の
申
請
又
は
労
働
者
派
遣
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
際
に
添
付
し
た
書
類
に
よ
り
証

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
十
三
中
「
受
け
、
又
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
を
提
出
し
て
」
を

「
受
け
て
」
に
改
め
る
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

社
会
保
険
労
務
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
厚
生
省

労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
の
三
第
二
号
中
「
受
け
、
又
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出

し
て
」
を
「
受
け
て
」
に
、「
第
三
十
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
の
七
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
九
第
三
項
中
「
起
算
し
て
十
日
」
の
下
に「（
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
べ
き
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
十
日
）」を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
一
般
労
働
者
派

遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
に
」
を
「
労
働
者
派
遣
事

業
に
」
に
、「
第
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ヘ
及
び
」
を
「
第
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
ヘ
及
び
リ
か
ら
ル
ま
で
並
び

に
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
一
条
の
二
第
四
項
の
項
を
削
り
、
同
表
第
八
条
第
二
項
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項

前
項
の
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
第
二
十
四
条
の
九
第
三
項
の
職

業
安
定
局
長
の
定
め
る
様
式
に
よ
る
届
出
書

及
び
ト
か
ら
ル
ま
で

、
ト
及
び
チ

第
二
十
四
条
の
九
第
六
項
の
表
第
八
条
第
三
項
の
項
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
変
更
届
出
書
」
を
「
労
働
者
派

遣
事
業
変
更
届
出
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
二
中
「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
を
「
労
働
者
派
遣
事
業
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
「
第
二
十
四
条
の
九
第
六
項
の
表
第
一
条
の
二
第
四
項
の
項
中
「
第
四
十
二
条
第
六
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
二
条
第
六
項
」
と
、
同
表
」
を
「
第
二
十
四
条
の
九
第
六
項
の
表
」

に
改
め
る
。

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ

中
「
第
二
条
第
六
号
」
を
「
第
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
チ
中
「
及
び
履
歴
書
」
を
「
、
履
歴
書
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
二
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る
講
習
を
修
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
以
下
「
受
講
証
明
書
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
ニ
、
ホ
、
ヘ
及
び
ト
」
を
「
ニ
か
ら
ト
ま
で
及
び
チ
（
受
講
証
明
書
に
係
る
部

分
に
限
る
。）」
に
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
ト
」
を
「
、
ト
及
び
チ
（
受
講
証
明
書
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
改

め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
起
算
し
て
十
日
」
の
下
に「（
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
す
べ
き

場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
十
日
）」を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
う
ち
履
歴
書
」
の
下
に
「
及
び
受
講
証
明
書
」を
加
え
、

「
及
び
履
歴
書
」
を
「
、
履
歴
書
及
び
受
講
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
履
歴
書
」
の
下
に
「
及
び
受
講

証
明
書
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
」
を
「
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
に
、「
同
令
第
四
条
第
一
項
各
号
」

を
「
同
項
各
号
」
に
、「
又
は
同
令
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
条
番
号
及
び
号
番
号
」
を
「
の
号
番
号
」に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
次
条
第
一
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
、「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六

条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
、
給
食
施
設
」
を
削
り
、「
利
用
し
て
い
る
も
の
」
の
下
に「（
労
働

者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
労
働
者
派
遣

法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
三
十
二
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

四

送
出
労
働
者
を
期
間
を
定
め
な
い
で
雇
用
さ
れ
る
送
出
労
働
者
又
は
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
三
十
二
条
の

五
に
規
定
す
る
者
に
限
る
か
否
か
の
別

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
」と
い
う
。）」

を
「
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
、「
と

い
う
。）」
と
」
の
下
に
「
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
第
二
号
、
第
二
十
四
条
の
二
及

び
第
二
十
八
条
第
二
号
中
「
労
働
者
派
遣
契
約
」
と
あ
る
の
は
「
建
設
業
務
労
働
者
就
業
機
会
確
保
契
約
」
と
、
労

働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
同
項
各
号
」
と
あ
る
の
は「
同
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」

と
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の
三
、
第
二
十
五
条
の
四
及
び
第
二
十
五
条
の
五
第
三
号
中
「
特
定
有

期
雇
用
派
遣
労
働
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
有
期
雇
用
送
出
労
働
者
等
」
と
」
を
、「
第
九
号
」
と
」
の
下
に
「
、
労
働

者
派
遣
法
施
行
規
則
第
二
十
九
条
の
二
中
「
三
年
」
と
あ
る
の
は
「
五
年
」
と
」
を
、「「
受
入
管
理
台
帳
」」の
下
に

「
と
、
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
四
号
中
「
場
所
並
び
に
組
織
単
位
」
と
あ
る
の
は
「
場
所
」」を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
に
係
る
受
入
事
業
主
」
を
削
り
、「
労
働
者
派
遣
法
施
行
規
則
」
の
下
に
「
第
二
十
五
条
第
三

項
、
第
二
十
五
条
の
五
第
二
号
、」を
加
え
る
。
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